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タイトル文字：滝平二郎 

 

毎週火曜日・木曜日 

10:00～14:30 

 

育児のお悩み相談が 

出来ます。 

お子様にオススメの本も 

紹介します。 
 

※専門スタッフが対応します。 

※コロナの状況によって中止になる 

場合もあります。 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１１月２１日（日） 

１０：００～１１：４０ 

内容：「モリのいる場所」 

（上映時間：約１００分） 

対象：先着１０名 

申込：１１月９日より電話または 

窓口にて受付 

 場所：明野図書館 特設コーナー 

 内容：館内にあるおすすめしたい本を 

選んで特設コーナーに置いてある 

箱に入れてください。 

みんなのおすすめ本として 

展示します。  

【第４回目】 

場所：明野図書館 

 ぬりえ配布期間：11 月２日(火) 

～11 月 30 日(火) 

内容：イベント期間中、ぬりえを配布 

します。塗ってもらったぬりえ

は明野図書館に飾ります。 

 定員：20 人 

 対象：年齢制限なし 
 

スタッフおすすめコーナー 

11 月のテーマは 

「冬を楽しむ」 

 

読書や料理、手芸や運動… 

冬の楽しみ方はひとそれぞれ。 

11 月は、「冬を楽しむ」というテーマで

本を集めました。 

この冬ぜひ、ご活用ください。 
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加波山事件 外伝 Ⅰ(全 6 回) 
はんしちみちこ 

加波山事件に関係する政談演説会の会場になった小島座の歴史 

(第３回) 芝居小屋小島座② 
 

小島座が立っていた土地は借地であつたため 明治３３年５月にい
ねが買い取っております。（借地に在る建物を建て替える場合、買う
か、持主の同意が必要です。） 
 いねは明治３３年５月―３５年８月の間に立派な２階建ての芝居小
屋を新築しました。 
 「下館市史下」に、明治３５年９月２８日に未曾有の大暴風があり、
星宮寺の山門、専称寺の本堂、極楽寺の伽藍全て、各小学校も倒壊また
は大きく破損した。このため小学校は民家や寺院を借用して仮教場と
したと記されています。 
 建て替えて間もない小島座も仮教場として貸与しています。どこの
学校に貸与したかは不明ですが、小島座の所在地から見て、下館小学
校であると思われます。 
 下館尋常小学校沿革史によると、明治３９年５月２０日、金森通倫
氏の貯金に関する講話を聴講するため第４学年生を小島座に引率する
と記されております。 
 （下館尋常小学校沿革史には、どこを仮教場にしたとの記載はない。） 
市報の中に、「ふるさとよもやまばなし」と云う続き物があり、その

中に末広町が取り上げられ際に、「小島座」と云う立派な建物の芝居小
屋があり、茶屋が３軒あり、「小島座」は大正１１年に廃業したとあり
ます。 
茶屋３軒もある芝居小屋はかなりの大きい小屋であると思われます。 

 小島座は＜萬七郎・いね＞２代で終わりましたが約６０年位 下館
の芸能を見せてきました。 
 いねは弟 寅之助の長女「こう」を養女に迎え、大正１０年４月２９
日、平塚薫と婿養子縁組を行い、「こう」は小島 薫の妻となりました。 
大正１４年１０月発行の「下館電話帳」に、「浦町 小島いね １４

１番」と記載されています。 
 その後、小島座が建っていた場所に小島 薫氏（薬剤師の資格があ
る）は、赤心堂という薬局を開きましたが、現在はなにも残っておりま
せん。 
余談でありますが、明治天皇が陸軍大演習のため、下館にお越しの

明治４０年、町長 大内達三郎宅には電話が引かれており、電話番号は
４０番でした。 
                      


